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1 , 500万円

予算決まる

昭
和
五
十
九
年
度
の
町
予
算
が
、
去
る
三
月
十
六

日
、
町
議
会
で

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
十
九
億
一
千
五
百
万
円

で
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
べ
る
と
、
一
億
九
千
九

百
万
円
の

増
、
率
に
し
て
十
一
・
六
％

の
増
と
な
り
、

財
政
難
の
中
で

も
、
将
来
を
展
望
し
た
積
極
的
予
算

と
い
え
ま
す
。

こ
の
中
で

、
当
年
度
の

重
点
事
業
と
し
て
は
町
制

施
行
三
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

の

建
設
と
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
関
連
周
辺
対
策
事
業
、

道
路
台
帳
整
備
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

歳
　
　
　
入

歳
人

の
円
九
％

を
占

め

る
地
方
交

付

咬
は
、

地
方
財

政

叶
画

の
中
で
前

年

に
引

き
続
き
て

・
九

％

の
減
の
ｆ

算

で
あ

り
、
前
年

度

当
初
予

算

に
比

ぺ
で
〇

・
二

％

の
わ

ず
か

な
伸
び
で

す

．県

支
出
ｔ

は

．
八
四

・
．
．
％
の
伸

び
で

、
こ

れ
は

浄
化

セ
ン

タ
ー
関

連

周
辺

対

策
事
裳

に
係

る
も
の

と
な

っ

て

い
ま
す

．

町

税
収

入
は

、
歳
人

総
額

の
…

…

九
％

を
占

め
、
的

年
当

初
ｆ

算
に
比

ぺ
て

．
一

・
．．．％

の
川

と

な
り
ま
し

た
、

こ
れ

は
、
紿
り

所

得
の

仲
び

に

よ
る
町

民
脱

ぺ
個

人
分

）
の

増
と
固

定
資

産
税
の

増
が
ｔ

な

も
の

で
す
．．

ま

た
、
今
年

度

は
町

制
施
吁

．こ
卜

倒
年

に
あ

た
り

、
関

連
記

之
少
裳

と

’‐
｝で

連
鉤

施
設

の
整

備
を
図

る
た

め

。

「
町

づ
く

り
特

別
吋

砒
叫

袰

債

」
を

活
川

し
、
こ
千

八

百
万

円
を

借

り
受

け
、

テ
ニ

ス
コ

ー
ト
建

設
を

計
画

し

ま
し

た
。。

自
主
財
源
は
二
九
・
八
％

歳
人
ｆ

算

を
自

主
財
源

｛
町

が
収

人

額
を

兇
積

り
徴

収
す

る
白

主
的
吋

源

｝
と
国

県

等
依

存
財
源

（
国

県
な

ど
か

ら
交
付

さ
れ

た
り

、
割

り
当
て

ら
れ

る
収
入

）
と

に
分

け
る

と
、
白

缸
財

陣
は
構
成

比

で
前
年

度
よ

り
．
．
．

．
％
低

い
．一
几

・
八

％

と
な

り
て

い

ま

十
　

こ
れ

は
、

諸
収
人

が
加

年
度

よ

り
八
吋

六
卜
万

円

減
少

し
た

た
め

で

す
．

町
税
の
内
訳

そ
　
の
　
他

電
　
気

税

町
た
ば
こ

消

費

税

町
　
民
　
税

固
定
資
産
税

税の負担
固定資産税 佃人町民蛻

１人当り

14.899円

一世帯当り

.
 086円



一般
会計

１９億

昭和59年度

歳
　
　
　

出

目

的
別

に
み

て

、
構
成

眥
の

高

い

も

の
は

総
務

費
、

教
育
費

、
Ｌ
木

費
、

衛

生
費

、
農
林

水
産
裝

費

の
順

と
な

こ

な
い
ま
于

前
年

度
と
比

較
し

て
、

伸
び
夲

の

鳥

い
も

の
は

、
商
Ｌ

費
が
．・
．
．
・
Ｌ

％

増
、
こ

れ

は
商
Ｌ
公

館
建

設
補

助

忿

で
、
次

い
で

農
林

水
産
宸

費

が
、

浄

化
セ

ン

タ
ー
関
連
川

辺

対
策
１
１

費

の
増
で

．・
．
・
．
．％

の

伸
び

と
な

っ
て

い
ま
十

．
総
務

費
は

．
ミ
ト
川

乍
記

念
事

宴
の

建
設
口

で

．
ぺ

・

．

％

増
と
な

り
、

ま
た

、
Ｌ

右

費
で

は

道

路
台
帳
整

川
叫

の

川
で

．
六

・
．
．．

％
の

伸
び

と
な
っ

て

い
ま
Ｉ
　

費
目

ご

と
の
主

な
も

の
を

挙
げ
ま

し
た

総　務　費

●交通安令対策費　　　　　　　　　　　　540 万円

S･ 111務･μ岌改片費　　　　　　　　　　　　2 如 万川

●防犯対策費　　　　　　　　　　　　　2p2 万円

卜 広鰕く:ごみ発行費　　　　　　　　　　　158 万円

●運動公園施設盤・ 費　　　　　　　　　　50 万円

教　育　費

●･テニスコート建設費　　　　　　　　･lj 引 万川

|･町民連発場豊備費　　　　　　　　　　2  行万円

･･県北中学校プー･しサイド補修工!11　　　　 ，110万円

●阿津智志11』防11y 存土地買上　　　　　　342 万川

･･公民館冷屑設備工事　　　　　　　　　　2 匍万円

消　防　費

･･消防 ポンプ自 動 中　　　　　　　　　　　880 万円

･･ 防 災行政 無線 の運 阿1　　　　　　　　　　205 万円

･･消防 水 利の 整備　　　　　　　　　　　　100 万川



土　木　費

●町道整備費　　　　　　　　　　　ｰ  他 3 靆 ﾛ万円

S･道路台帳螫蝉費　　　　　　　　　　　3. 万円

卜 道路維持補修賢　　　　　　　　　　　2 万円

卜 河川整備費　　　　　　　　　　　　　 し 85万円

･･公営住宅維持管理費　　　　　　　　　　321 万円

農林水産業費

S･地城開発整備関迎

浄化センター周辺営農対策費　　　　　4 万円

卜 伊建西部土地改良事業　　　　　　　　6.180 万円

･･南半Ⅲ．赤坂線林道事業　　　　　　　2  , 0 万円

●青果物価格補償事業　　　　　　　　　　350 万円

●水田利用再編対策事業　　　　　　　　　330 万円

商　工　費

●中小企寰振興預託金　　　　　　　　　　600 万円

●商工会館建設助成　　　　　　　　　　　500 万円

●商工会連営助成　　　　　　　　　　　　400 万円

民　生　費

卜 藤田保宵所連営費　　　　　　　　　　4 万円

S･季節保育所開設事業（４ か所）　　　　l.  0 万円

●皿度心身障害者医療費扶助　　　　　　　880 万円

●長寿を祝う串業、敬老会、敬老祝金　　　　308 万円

●乳児医療費扶助　　　　　　　　　　　　305 万円

●母子家庭医療費扶助　　　　　　　　　　80 万円

公　債　費

卜 町債元利償還金　　　　　　　　　　2  億 112万円

衛　生　費

●公立藤田総合病院負担金　　　　　1  億 4 靆 01万円

●老人保健対策費　　　　　　　　　　　2  86 万円

●健康診査事業　　　　　　　　　　　　873 万円

･･各種予防接橿　　　　　　　　　　　　276 万円

水　道　事　業　会　計

科　　目 本 年 度 顛 前 年 痩 額 比　　較

収益的

収 人 １億3.645万円 一 3.5  僕万円 141万円

支出 ｰ 住 れ 3 万円 １偉1,5叩万円 △　l％万円

資本的

収 入 ０ ０ ０

支 出 480万円 2, 5 四万円 △2,049万円

資本的収入額が資本的支出に対して不足する額480

万円は過年度分損益勘定留保資金で補てん

その 他 の 特別 会計

会Xt 名 本 年 度 顧 前 年 度 飢 比　　 較

渇水対篥施設 4 障 2,0 万円 ０ ４億2,024万円

ｌ 民健喙保険 5 働 5. 万円 5 億 3.500万円 2 靆 00万円

只田筒貊水道 l,068万円 567万円 501万円

育　　　 英 631万円 558万円 73万円

入山財産区 732万PI 932万円 △　2(X)万円

藤田財産区 521万円 71万円 450万円

大木戸財麾区 恥万円 50万円 5万円

町老人保健 44万円 43万円 1万円



町
選
挙
管
理
委
員
会
に

表
　
彰
　
状

？
都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
連
合
会

か
ら

／

昨
乍
十
．
．日

に
執
行
さ
ね
た
、
乱

フ
ート
七
川
衆
議
院
嫌
Ｕ
総
選
挙
で
、

国
見
町
選
叭
管
刈
委
阯
余
の
努
万
が

認
め
ら
ね
．
こ
の
ほ
ど
、
酩
道
町
叫

選
乍
管
理
各
員
余
沛
人
口
免
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た

．

…
リ

．卜
巳
凵
Ｔ
前
、
？

川
県
選

管
県
北
地
方
事
務
局
畏
が
來
庁
し
、

叺
海
脯
町
選
竹
呑
日
長
の
Ｆ
に
、
＆

以
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た

全
国
的
に
投
票
率
が
低
ド
し
た
総

選
唯
で
し
た
が
、
国
見
町
で
は
、
行

嶐
む
の
み
な
さ
人
の
選
喩
に
吋
す
る

関
心
が
高
く
、
投
票
率
が
卜
隙
に
ラ

ン
プ
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な

’．
た

ｔ
の
で
す
．．

▲早川事務岡長から薺状を賢ける裏海林町選管委員長

ふるさとの文化財
①

県指定史跡

塚野目一号墳
(八幡塚古墳)

菊　池　利　雄

占

墳

の
地
方

へ

の
鴕
‥
及

に
は

、
人

体
人

和
朝

廷
の

勢
力

伸
長

と
歩

調
を

へ
口
わ
せ

て

い
る
と

い
わ
れ

、
・
一
の
時

代

の
地
方

豪

族
は
朝

廷
へ

の
服
賦

の

し

る
し

と
、
地

域

女
配
の

権
戚
を
象

徹

す
る
た

め

に
、
人

き
な
古

墳

が

つ

く

ら
・
れ

る
よ

う
に

な
る
．

四

匯
紀

の
終

り

ご
ろ

に
は
、
亟

北

地

方
で

は
最

も
古

い
と
さ

れ
る
会

沖

の

人
塚

山
古
墳

が
出

現
し

、
五

世
紀

に
な
る

と
、

こ
の
町

に
も
恥

Ⅲ

の
堰

卜
占

墳

や
、
塚

野
日

．
‥．り
墳

一一
ロ

ド

ハ

帖
塚
占

泊

と
よ

ぶ

」
が
つ

く
ら
れ

｝一
れ
ら
の

占

墳
ぱ
叭

達
地

方
で

最
も

占

い
も
の

と

さ
れ
て

い
る
．

塚
野
凵
に
は
か
っ
て
四
卜
八
の
塚

か
ら
な
る
、
古
墳
群
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
、
古
老
鳥
橋
徳
治
氏
の
伝
え
に

よ
れ
ば
．
そ
の
分
卵
は
八
幡
塚
古
墳

の
あ
る
汗
藏
川
南
岸
か
』气

阿
武
吠

川
の
氾
濫
原
を
兒
お
ろ
す
川
岸
段
丘

へ
か
け
て
の
地
域
を
上
と
し
．

．
部

は
堀
込
や
咄
汪
嘔
北
倒
の
外
畑
な
ど
、

須
川ｔ
制
が
し
か
れ
た
水
Ⅲ
地
帯
に
も

お
よ
ん
で

い
た
．
ま
た
現
在
は
染
落

の
所
布
す
る
薺
蔵
川
沿

い
の
、
北
塚
、

山
伏
塚
に
は
遺
構
は
残
さ
れ
て
い
な

い
が
、
地
名
か
ら
み
て
か
っ
て
古
墳

の
存

疔

が
推
察

さ

れ
る

口

と

。
塚

野
口
‥
の
令

城

に
わ
た

い。
て

い
た

’一
と

が
知
ら

れ
る

。

・
气
幡
塚

占
墳

は

こ
の

占

喰
群
の

Ｌ
墳

で

、
占

墳
時

代
中

川
の

前
方

後

円

墳
で

あ
り

、
昭
利

五

卜
弔

に
’り
わ

れ
た
兒

掘

調
査

に

よ
ね

ば
、
古

墳

の
卜

軸

は
販
西

力
向

に

約
ヒ
つ

ｍ

．

後
円
部

の

心

径

が
約
。瓦
‥
．ｍ

、
高

さ
が
六
ｍ

程
の

噴
丘

に

は
葺

石

が
ふ

か
れ
て

お

り

、
輻
匕
一

八

ｍ
、

深

さ

。
・

。瓦
ｍ
の

川
汐

が

め
ぐ

ら
さ
れ

て

い
た
。

刮

。
―
の
り

网
こ

よ
月

町
に
ｈ
　
－

ｆ

…

．
Ｆ

筒

墳
輪

と
、
頭

の
部

分

が
朝
顔

の
花

の
よ

う
に
、

大
き
く
川

い
た
大
形
の
朝
顔
形
円
筒

￥
帖
が
な
て
並
べ
ら
れ
て

い
た
。
こ

れ
ら
の
迫
物
は
、
現
在
後
元
さ
れ
て
、

町
の
公
民
館
に
展
示
が
な
さ
れ
て
い

石
室
な
ど
の
内
部
の
構
造
な
ど
は
、

未
調
査
で
明
ら
か
で
な
い
が
、
福
鳥

県
の
中
通
り
の
古
墳
と
し
て
は
、
最

人
脱
模
の
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
信

夫
国
造
の
墳
輦
と
す
る
説
も
あ
る
。

昭
和
瓦
十
九
年
一
二
川
に
禍
鳥
県
の

史
跡
に
指
定
が
な
さ
れ
た
。

参
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町
職
員
の
人
事
異
動

町
職
貝
の
人
事
異
動
が
四
月
一
日

付
で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

（

）
内
は

旧
任

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
．

んさヨラク藤後

退
職

▽
後
藤
ク
ラ
ヨ
｛
小
坂
小
調
理
八
｝

異
動
お
よ
び
昇
格

｛
　

｝内
は
旧
任

▽
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
所
長
｛
公

民
館
長
兼
務
｝
渡
辺
等
▽
建
般
課
ド

水
道
係
長
（
同
都
市
整
備
係
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）
吉

川
貞
劣
▽
延
設
課
郁
市
整
備
係
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｛

同
膏
理
係
長
｝
佐
久
問
靖
明
▽
建
設

課
管
理
係
長
（
保
健
課
保
健
術
生
係

艮

）
佐
藤
正
吉
▽
保
健
糾
傑
健
衛
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係
長
（
税
拷
課
賦
課
係
ｔ
査

）
佐
藤

幸
子

▽
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務
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庶
務
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（
同
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書
係
）

国
分
次
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▽
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務
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庶
務
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（
建

設
課
建
設
係
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川
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▽
総
務
課
鷹

務
係
｛
建
設
課
建
般
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｝
鴨
Ⅲ
宋

．

▽
総
務
課
文
ｔ
‥
係
（
同
庶
務
係
）
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藤
秀
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▽
企
画
課
企
画
係

一
総
務
課

庶

務
係

）
谷
津

富
夫

▽
税

務
課
吠

課

係

（
産

業
課

産
業
係

）
松

浦
京
’ｒ

▽

咬
務
課
岡

定

資
産
係
｛

総

務
課
庶

務

係

｝
蓮
田

英
右

▽
住

民
疇
　
に
　
当
　
ヨ

係

（
森

江
野
小

事
勃

）
八

巻
笑
技
ｆ

▽
住
民

課
福

祉
係

（
保
健

課
保
健

衛

生
係

）
引

地
真

▽
産

業
課

産
粟
係
｛

住

民
課

戸
籍

住
民
係

｝
再

妻
正

’ｒ

▽

産
襃
課

産
業
係

｛
総

務
課
庶

務
係

｝

松

浦
英

夫

▽
建

般
課
下

水

道
係
｛

脱

務
課
固

定
資

産
係

｝
古
川
占

夫

▽
藤

川

小
嘔

務
｛
人

木
戸

小
乍

務

｝
鳥
Ｆ

宏
子

▽
森

江

野
小
巾

偶
｛
住

民
課

福

祉

係

｝
安
藤

幸
江

▽
人

木
戸

小
唄

務

（
藤
山
小

嘔

務

）
佐

竹
朝
子

教
職

員
の
人

事
翼

動

四

Ｈ

．
日

付
（
　

）は

旧
任

退
　
職

▽
平
川
義
教
｛
県
北
中
校
長

｝

転
　
出

▽
三
鳥
町
立
西
方
小
｛
小
坂
小

｝
佐

原
健
一
▽
梁
川
町
立
粟
野
小
（
一

Ⅲ

小
）
吉
田
朋
ｆ

▽
梁
川
町
伉
梁
川
小

（
藤
川
小

）
羽
眼
Ⅲ
ヒ
サ
▽
保
原
町

立
傑
原
小
（
藤
川
小
）
晦
宮
優
ｆ
▽

小
野
町
立
浮
企
中
教
噸
｛
県
北
中

｝

飯
沼
保
良
▽
梁
川
町
立
梁
川
中
（
県

北
中

）
鴻
田
健
一
▽
郡
山
市
立
熱
海

中
（
県
北
中

）
国
分
淑
子
▽
伊
達
町

立
伊
建
中
副
主
査
（
県
北
中
ｔ

事
）

鈴
木
笑
美
子

転
　
入

▽
県
北
中
校
長
（
霊
山
町
立
靈
山
中

校
長
）
幕
Ⅲ
貞
一
▽
小
坂
小
（
福
鳥

市
立
渡
利
小

）
吉
原
’劣

▽
藤
Ⅲ
小
（

桑
折
町
立
半
Ⅲ
限
芳
小

）
遠
藤
芳
’Ｐ

▽
藤
田
小
｛
富
岡
町
立
第

．
小
｝
吉

岡
映
子
▽
藤
田
小
（
飯
舘
村
立
臼
石

小

）
鈴
木
な
お
み
▽
藤
Ⅲ
小
（
新
探

川

）
佐
々
木
か
お
る
▽
県
北
中
（
傑

原
町
立
似
原
中
）
羽
根
Ⅲ
勉
▽
県
北

中

’梁
川
町
立
梁
川
中

）
菅
野
幸
夫

▽
県
北
中
（
耶
山
小
立
哨

．
中

）
嵩

橋
干
鶴
子

▽
県
北
中
（
会
津
若
松
市

立
一
箕
中

）
陂
一
男
▽
県
北
中
Ｉ
ポ

（
下
郷
町
を
馗
Ⅲ
小
生
聨

）
鵬
野
利

外

宗
像
巡
査
が
赴
任

小
坂
・
山
崎
（
一
部
）
を
担
当

宗 像巡 査

四
1
1りか
ら
、
藤
Ⅲ
駐
在
所
に
、
森

巡
査
の
隗
任
と
し
て
、
宗
像
敏
大
巡

査
が
赴
任
し
ま
し
た
。

宗
像

巡
査

は
、

川
内
村

出
身

で
二

卜
・
．一
．歳

の
独

身
の

好
μ

年

．
桑

折
警

察

桝

瞽
鰤
隊

か

ら
の
転

任
で
．

柔
道

二
段
の
猛
者
｛

も
さ
｝
。

地
区
の
み
な
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

教
育
委
員
長
に

佐
藤
利
雄
さ
ん

四

月

二
日

か

ら

吉
Ⅲ
吉
郎
前
教
育
委
口
長
の
髄
康

ｈ
の
理
由
に
よ
る
教
宵
委
ｎ

の
辞
係

に
と
も
な
い
、
そ
の
後
任
と
し
て
。

佐
藤
利
雄
さ
ん
（
六
十
四
歳
）
１
石

ほ
Ⅲ
字
横
町
九
―
が
、
四
月
二
日
付

で
教
育
昏
ｕ

に
選
任
さ
れ
、
四
月
定

例
教
育
委
口
会
で
教
育
委
日
長
に
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
さ
ん
は
、
福
島
人
学
教
宵
学

部
教
授
と
し
て
妊
く
勤
め
ら
れ
、
ま

た
福
人
附
属
小
学
校
長
、
福
鳥
県
青

少
叭
健
ｔ

が
成
審
議
会
委
八
、
県
北

巾
Ｐ
・
Ｔ
・
Ａ

会
長
を
経
験
し
、
現

在
は
、
福
鳥
人
学
名
讐
教
授
、
福
鳥

夊
予
短
期
人
乍
教
授
と
し
て
活
躍
さ

れ
、
教
育
に
深
く
Ｍ
…
通
さ
れ
て
い
ま

す
。「

。こ
卜
八

年
間

福
鳥

大
学
で

教
育

に
か

か
わ

る
研
究

・
教

育
に

た
ず

さ

わ
り

、
関
連

し
て

、
県

内
く
ま

な
く

敏
訂
関

係

に
つ

い
て
は
見

聞
し

て
ま

い
り

ま
し
た

が
、

も
と

も
と
教

育
行

政
を
専

門
研

究
傾

城
と

し
て

お
り
ま

せ
ん
で

し
た

の
で

、
職

賣
遂
行

に
甚

だ
不

安

を
感

じ
て

お
り

ま
す
。
今

後

は

、
関
係

諸
機

関

と
連

絡
を
密

に
し
、

諸

先
恥

の
ご
指

導

と
、
町

民
の
皆

禅

の

お
心
を

心

と
し
て

、

「
教
育

と
文

化
を

高

め
、

希
望

に
み

ら

た
町
づ

く

り
」

に
努

力

い
た
ず

所
存
で

ご
ざ

い

ま
す

の
で

。
よ

ろ
し

く
お
願

い
巾

し

あ
げ

ま
す
Ｊ

と

抱
負

を
語

っ
て

い
ま

す

。
町
制
施
行
三
十
周
年
記
念
誌

町
勢
要
覧
を
宛
行

私
た
ち
の
国
兄
町
は
、
今
年
の
Ｉ
こ

り
。二
十
一
口
で
、
合
併
以
来
、
早
や
･

 
1 亠

を
迎
え
ま
し
た
。

町
で
は
ご

こ
卜
周
年
記
念
事
案
の

一
環
と
し
て
。
町
勢
嬰
覧
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。
カ
ラ
ー
写
真
を
ふ
ん

だ
ん
に
ａ

旧
し
、
ま
た
、
資
料
編
も

整
備
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。



わたしたちの 緑゙″
大切な､､緑。国土緑化運動

も
し

森
林
が
な

く
な
っ

た
と
し

た
ら

Ｉ

い
た

る
所
で
山

崩
れ
や
洪

水
が
起
き
、
空

気
は
汚
れ
、

そ
し
て

酸
素
が
な

く
な
っ

て
し
ま
い

ま
す
。
森
林

が
大

地
に
根

を
お
ろ
し
、

枝
い
っ

ぱ
い
に

葉
を
広

げ
、
呼
吸

し
て
い
る
、
つ

ま
り
生
き
て
い

る
か
ら

こ

そ
、

わ
た

し
た
ち
も

生
き
て
い
ら

れ
る
、
と
い

う
こ

と
を
忘

れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

こ

れ
か
ら

夏
に
向
か
っ

て

緑
の

一
番
美
し

い
季

節
－

。

国
土
緑
化
運
動

が
全
国
各
地
で

蚫
ま

り
ま
す
。
こ
の

機
会
に

’
緑
の
効
用

″
’

緑
の

重
要

性
″
に
つ

い
て

考
え
て

み
ま
し
よ

う
。

酸
素

を
作

る

。
緑
”

植
物
か
令
気
中
の
炭
酸
ガ
ス
を
吸

っ
て
酸
素
を
吐
き
出
す
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
碵
物

の
緑
が
光
合
成
｛
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
使
っ
て
、
水
と
炭
酸
ガ
ス
か
ら

糖
や
で

ん
ぷ
ん
な
ど
を
作
る
｝
す
る

と
き
、
い
っ
し
よ
に
で

き
た
酸
素
を

外
に
吐
き
出
す
作
川
が
あ
る
か
・ｙ
で

す
。空

訊
中
の
こ
酸
化
炭
素
を
酸
素
に

Ｍ
す
こ
と
は
、
植
物
に
よ
る
光
合
成

で

し
か
で

き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、

産
業
が
さ
か
ん
に
な
り
。
ガ
ソ
リ
ン
、

石
油
、
石
炭
な
ど
を
燃
や
し
て
酸
素

を
消
賢
す
る
こ
と
の
多
く
な
っ
た
今
。

酸
素
を
作
り
出
す

。
緑
’
の
一

要
性

は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
た
と
い
え
る

で

し
ょ
う
。

天

然
の

エ
ア

ーク

リ
ー
ナ

ー

廠
林
の
効
川
で

意
外
と
知
ら
れ
て

い
な
い
の
が
、
令
飢
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
で

す
。

植
物
は
気
の
裏
側
に
あ
る
気
孔
で

呼
吸
し
ま
す
。
そ
の
と
き
、
亜
硫
酸

ガ
ス
な
ど
の
有
害
な
ガ
ス
も

い
っ
し

よ
に
吸

い
込
み
、
蘖
の
中
に
硫
黄
な

ど
の
物
質
を
蓄
え
る
性
賞
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
空
飢
中
の
は
こ
り
や
ば

い
煙
は
菓
や
幹
に
付
肴
し
、
。山
が
降

る
と
地
面
に
流
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。

特
に
。
令
飢
の
汚
れ
た
都
全
や
１

場
地
帯
で
は

。
人
然
の
エ
ア
・
ク
リ

ー
ナ
ー
｀
と
し
て

。
緑
の
米
た
す
役

割
は
鼻
常
に
人
き
い
と
’バ
え
ま
す
。

騒
音
を

や
わ
ら
げ
る

「
森
閑
と
し
た
・
：
」
と
い
う
表
現

の
あ
る
と
お
り
。
森
林
や
木

に
欖
わ

れ
た
公
刈
の
中
は
静
寂
そ
の
も
の
で

す
。
こ
れ
は

０
　
ぐ
う
よ
う
に

乍
い
茂
っ
た
木
の
葉
が
。
川
り
の
騒

｀
Ｈ
を
さ
え
ぎ
・
て

い
る
か
ら
で

す
。

最
近
は
、
乗
り
物
や
工
場
か
ら
発

雀
す
る
騒

日`
が
公
害
の

。
つ
に
数
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
森
林
の
も
つ

防
＆

の
勧
き
が
た

い
へ
ん
注
目
さ
れ

て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
わ
た
し
た
ち
の
環
境

を
守
る

。
森
林
の
効
川
’
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

☆
気
象
を
や
わ
ら
げ
る

真
夏
の
木
か
げ
は
、
強
い
日
差
し

を
さ
え
ぎ
り
。
た
い
へ
ん
涼
し
い
も

の
で

す
。

。
方
匁
、Ｌ
Ｕ
、
森
林
の
中
は

外
に
比

べ
て
摂
氏

。
度
近
く
気
温
が

高
い
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
森
林
に
は
家
屋
や
農

作
物
を
強

い
凪
や
砂
か
ら
守
る
「
防

風
林
」
と
し
て
の
役
割
し
あ
り
ま
す
。

☆
水
源
を
守
る

川
の
流
域
に
森
林
が
あ
る
と
、
洪

水
や
干

ば
っ
が
起
こ
・
ら
な
い
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
森
林
の
中
の
木
の

集
、
４
ち
篥
。
こ
け
黷
や
。
そ
の
下

に
あ
る
海
綿
の
よ
う
な
土

が
、
降
っ

た
由
を
蓄
え

。
度
に
川
に
流
わ
込
む

の
を
凋
整
し
て
く
れ
る
か
ら
で

す
。

☆
山
崩
れ
、
雪
崩
を
防
ぐ

わ
が
国
は
山
地
や
傾
斜
面
が
多
く
、

そ
の
Ｌ
、
山
叺
や
積
雪
叺
も
多
い
た

め
。
山
崩
れ
や
雪
崩
と
い
っ
た
災
害

が
起
こ
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。

傾
斜
地
に
根
を
お
ろ
し
た
森
林
は
．

Ｌ

や
石
、
あ
る
い
は
心
を
し
っ
か
り

と
つ
か
み
止
め
て
く
れ
る
、
い
わ
ば

。人
然
の
く
さ
び
’
と
い
え
る
で
Ｌ

緑゙“を増やそう ／

「緑の羽根」募金運動

日本の国土は3分の2が森林一 一

この数字だけを見ると、わが国は

世界有数の森林国ということにな

ります。しかし。国土が狭く人口

も多いため、国民｜人当たりの聶

林面積はわずか0.23ヘ クタール。これは世界平均の５分の

囗こしかすぎません。

このように、森林の絶対面積の少ないわが国では、単に

森林 を維持保存するだけでなく、積極的に緑を増やしてい

く必要があります。

『緑の羽根』募金運動は、みなさんから寄せられたお金

を、水源林、災害防止林などの維持造成のために、また、

学校、都市。観光地などの環境緑化に役立てるものです。

わたしたちの緑、大切な練が街中にあふれるよう、「緑

の羽樮丿募金運勳にご協力をお願いします。



「
片
人

の

翼
」

団
員
募
集

一
、
募
集
人
員

‐１
般
川
ｎ
　

六
卜
・
名

以
内

班
長

卜

．
．名

以
内

二
、
応
募
買
格

卜

国

籍

・

年

齢

日

本

国

籍

を

有

し

、

県

内

に

居

住

！
｝
で

い

る

ｓ
ｕ

で

、

昭

和

瓦

卜
一

九

缶

」
円

川

．
日

呪

在

次

に

該

当

す

る

も

の

、

．

般

団

ｎ

．
．
り

歳

以

ｈ

．
．
卜
・
‐へ

歳

末

満

斑
　

艮

Ｉ

ト
ハ

歳

以

ｈ

．
‘
．
卜
‐
八

歳

末

満

に

お
日
少

乍

川

体

の

活

助

な

ど

ア

．

般

団

ｎ

健

食

な

ｔ
日
少

年

川

体

・

フ

ル

ー

フ

な

ど

に

川

人

し

、

碵

極

的

に

活

動

し

て

い

る
ａ

。

イ
班
　
長

々
少
年
健
全
育
成
の
た
め
に

活
躍
し
て
い
る
有
志
桁
Ｓ
右

ま
た
は
町
給
指
導

１`１
。

三
、
募
集
方
法

「
若

人
の
貿

」
巾

込
扠
‥
な

ど
の

澹
熕

を
そ
ろ

え

、
四
月

二

十
五

日
ま
で

に
町

教
斤

委
ｎ

会
へ

提

出

し
て

く
だ

さ

い
。

※
な
お
、
く
わ
し
く
は
町
教
育
呑
口

会
（

酋
ハ
ハ

ー
’

．
…

）
へ
む

た
ず
ね
く
だ
さ
い
．

国
見
町
防
霜
対
策

本
部

を
設

徹

町

で
は

、
眼
樹

な
ど

の
農
作

物
を

遅
霜

か

ら
守

る
た

め
、
町

と
関

係
農

袰
団

体
で
町

防
霜

対
策
本

部
（

本
部

長
、

佐
藤
淬
石

工
川

町
長

）
を
四

り

卜
辷

凵
設
置

し
ま

し
た

。

霜

が
降
り

る
恐

れ

が
あ
る
塲
（
口
は

、

本
部

か
ら

広
報
車

、
行

線
放

送
で
広

黻

い
た
し
ま

す

が
、
深

夜
に

わ
た

る

扁（

日
が
多

く
、

ご
迷
惑

か
と
思

い
ま

十

が
、

ご
協
力

く

だ
さ

る
よ
う

む
願

い

い
た
し
ま

す
。

な

む
、
降

霜
の
時

は
皿

油

な
ど
を

燃
焼

す
る
た

め
、
川

煙

が
町

令

体

に

広
が

る
恐
れ

が
あ

り
ま
す

の
で

、
り一

伽
は
洗

た
く
物

な

ど
に
じ

ゅ
う

ぷ
ん

江
意
廴

で
く

だ
さ

い
。

遅
霜
の

被
肖

を
最
少

限

に
す

る
た

め
、
町

瓜
み

な

さ
ん
の

ご
協
力

を

お

嘶

い
い
た
し
ま

す
．

※
川
間

は
四

日

奎
・
二

日

か
ら
紅

月
．‘
．

卜
・
．
囗

ま
で

で
す

．

防霜対策本部班編成 ○:ぶ班長

碓 氏　　名 馮l詁畧り 雌 氏　　名 馮1銛尽り

１
iil 怎S●　 闘'』驫贏

大 波　 功

小 林　 裕 一

８５－４ 】、３（ｊ
85 ｰ 4 3 4 4
|  85  ー3 ? 7 2

５
ｇ?霖ft　l引冫や

xjヽ i也　奉書
宍戸　 徼

８５－３６１１

85-  3 ｰ 2 6
53 ｰ 3 2 8 0

２
９ 咼碼　止犬

菊地　 洋
高鳴 豊寿

８５－２ｔ）Ｕ３
８５　４３７６
|  時 一 3 3 7 7

６
ｇ 賣ttj　琿こ

古内　賢藏
松浦新一郎

85－4 りＵｂ

85 ~ 4 6 8 685 ｰ 3 9 5 8

３
g/ 丶ぞ　･Ｓ●腎
阿部　隴夬

渡辺　栄作
佐蘰　柚一

S5
－ 3 りＵｂ

85 ｰ 4 6 5 4

76 
一 4 7 3 6

77 ｰ 3 2 8 0

７
gliii入限1　1t
長谷川光姐
八鳥　水雄

85
－44b2

02242 ) 2207
85 ｰ 4 2 6 2

４
ｇ Ｍ卯　 止

佐藤　　力
横山　貴良

85－ 4 6 り４

85 ｰ 4 3 4 0
77- 4 6 3 5

昭
和
五
十
九
年
度
工
業
統
計

調
査
ポ
ス
タ
ー
を
公
募

昭
和

丘

卜
‐
九
年

’上
裏

統
計
測

立
川

の

ポ
ス

タ
ー
を
次

の

と
お
り

郤
集

い

た
し

ま
十

。

一
　
応
募
作
品
の
内
容

し
応
募

作
品

は
、

製
造

事
裏
所

が

‐
1
:

業

統
叶

糾
食

に
対
す

る
理

解

を
深

め
、
そ

の
協

力

が
呀

ら
れ

る
内

容
の

未
発
表

の
も
の

．

ロ
ホ

ス
タ

ー
の
規
格

縦
瓦

卜
．九

｀
瞋
四
卜
・
二

ｍ
｛
Ａ

．
．版

｝
で

縦
長

に
使

用
．

写
良

は
使

Ⅲ

せ
ず
、
色

は
四
色

以
内

一
自

は

．
色

と
数
え

な

い

）

二
　
応
募
期
間

昭
和
托
4
.・九
年
瓦
月
十
日
か
ら

六
目
り
．．
．ｔ

Ｈ
ま
で

Ξ
　
応
募
先

福
島
市
杉
妻
町
こ
番
卜
‐
六
‥
り

福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
調
査

課
へ

異国ブラジルを描く

菊地忠平(石母田出身)個展
会　期　５月９日～１３日

会　場　デパート山田六階ホール

※現在ブラジル在住で石母田出身の画家です。

藤
川
病
院
か
ら

輸
血
協
力
の
お
礼

去

る
．．．り

十
八

日
早

創
、
出

産
の

た
め

に
Ａ
Ｂ

型
の

血
液

が
必
要

と
な

り

、
有

線
放

送
で

お
願

い
し
ま

し
た

と
こ
ろ

、
早

凍
Ｔ
・
一
名
の

方

が
か
け

つ
け
で

く
れ

、
無
嘔

予
術

も
成

功

い

た

し
ま

し
た

．
ご
協

力
．
誠

に
あ

り

が
と
う

ご
ざ

い
ま
し

た
．

未
登
録
の
銃
砲
の
刀
剣
類
は

登
録
を
受
け
て
く
だ
さ
い
″

○
未
鷺
録
の
鉄
砲
・
刀
剣
熕
を
発
兇

し
た
と
き
は
、
も
よ
り
の
警
察
署

に
発
兇
川
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
発
兄
届
が
す
む
と
、
県
教
育
委
員

会

か
ら
届
出
者
に
刀
剣
登
録
審
査

会
川
催
の
通
知
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

当
日
登
録
巾
請
蠡
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

Ｏ
登
録
審
査
会
に
は

ア
発
兇
さ
れ
た
銃
砲
・
刀
剣
煩

イ
発
兄
届

ウ
印
鑑

工
登
録
手
数
料
（
県
収
入
証
紙
）

一
件
に
つ
き
四
千
丘
百
円

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
、
県
教
育
庁
文
化
課

で

。
。
１

．
一
一

ご

に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。



善

意

の

窓

小
坂
小
学
校
へ

◆
日
本
犬
皇
道
奉
賛
会
桑
折
道
場
小

坂
方
部
一
同
か
ら

ビ
デ
オ
野
外
撮
杉
用
カ
メ
ラ
バ
ッ

テ
リ
ー
お
よ
び
カ
メ
ラ
充
電
機

（
四
万
瓦
ｆ
円
相
当
）

ア
フ
リ
カ
干
ば
つ
救
援
金
へ

◆
山
田
円
吉
さ
ん
（
錦
町

）
か
ら

千
九
百
四
十
八
円

◆
佐
々
木
文
t
 
･
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

一
こ
千
円

◆
匿
者
希
望

千
八
百
六
十
七
円

◆
役
場
職
員
一
同
か
ら

一
万
八
千
六
百
六
円

◆
宮

町
北
子

ど
も
会

か

ら

一
万

千

。
。百
六
1‐・
円

（
廃
品

川
収

の
益
命

）

交
通
事
故
０

五
百
日
を
達
成
″
‥

桑

折
警

察
署
膏

内
の

交
通
死

亡

事

故
ｏ

畊
紋
日

数
丘

百
日

が
、

．’一
り

た

目
‥
達

成

さ
れ
ま
し

た
．

交

通
安

全
協
会

桑
折

支
部
で

は

、

丘
百

口
達
成

を

記
念
し

て
、
．・
．Ｈ
六

日
正

午
、
花

火
を

打
ち

あ
げ

ま
し

た
．

当
町

で

は
、
す

で

に
托
百

日

を
達

成
し

、
八
月
一
．十

．．．日
の

交
辿

死
亡

事
故
ｏ

継
続
日

鮫
ｒ

凵
達

成
を
目

標

に
し
て

い
ま

す
．

歩
行

占
の
方

も

、
ド
ラ
イ

バ
ー
の

方
も

、
交

通
嘔

故

に
あ
わ

ぬ
よ

う
、

お
こ
さ

ぬ
よ

う
、

交
通
嘔

故
の
防

止

に
士

分

心
が
け

ま
し

よ
う
・

▲富町北子ども会のみなさんから町長に

～ 国 見町 民 憲 章 ～
１。あたたかく 、た１ けあう网 をつくり まし ょう。

１．楽しく 働いて 、豊 かな网をつくりまし ょう。

１．すこ やかで 、よろこ ぴに 生きる网をつく りまし ょう。

１．力をあわせて 厂すがすがしい町をつくりまし ょう。

１ ．教育と文化を高め 、希望にみちたa!lをつくり ましょう。

戸籍の窓口
（３月受 付 分 ）

出生おめでとうございます

子 の 名　 保鏝者　　 郎　落
優　希(ゆ う き)高橋　正志　貝　 田
一　史(か ず し)村上登寿夫　第　　八
藏　人(くらんど)安藤　喜藏　上　 野
優( ゆ　　う)宍戸　 徹　第　 一

貴　膊(たかひろ)大場　義博　加　 田
正 則(まさのり)佐久間　 正　第　 一

壮 一(そういち)筏藤 輝雄　源宗山北
規矩雄(き く ぉ)斎藤　規雄　第　 八
成　美(な る み)安藤　幸泊　源宗山西

ご結婚おめでとうございます

氏　　　名　　　　　　 郎　落
熊 坂 哲 夫　　　 内 谷 柬
亀 岡　 きぬ子　　　　 富 町 南
蓬 田　　 薔　　　 泉 田 中

大 谷 敬 子　　　 福 鳥 市
八 巻 良 一　　　 徳 江 北
佐 藤 絹 枝　　　　 桑 折 町
松　浦　富　夫　　　　 並　 柳
梶　川　久美子　　　　 白 石 市
佐 野 勝 美　　　 光 明 寺
冨　田　 きよ子　　　　 福 鳥 市
根　本　　 彰　　　　 上　 野

嵩　木　葵枝子　　　　 福 鳥 市
佐　藤 勝　 美　　　　 耕　 谷
阿　 部　久美子　　　　 霊 山 町
八　巻　正　明　　　　 源宗山北
高　野　恵　子　　　　 源宗山北

おく やみ申し 上げます

氏　　　 名　　　 年齢　　 郎　落
高　橋　政　－　　61　　 本　 町
佐 藤　利　七　　51　　 石毋田友

佐 藤　ウメノ　　75　　 大 木 戸
武　ｍ　冨　 美　　73　　 第　 三

大　
沼　 ノ　シ　　88　　 貝　　Ⅲ

古　山　 ヨ　シ　　72　　 貝　　Ⅲ
野　村　モ　ツ　　89　　 板　 檎

人 口 と 世 帯

４ 月１日現在(前月比)３月中のうごき

人
　
　

口

男5.872 人 （△30 ）

･女6  204 人 （△24 ）

･  計 12.076人 （△54 ）

世 帯 数 2.863 戸（△4 ）

転 入44 人

転　出100人

出　生　9人

死 亡　7人

心 配 ご と 相談日

場 所 ：役 場 二 階 梱鷁 室1 ●●人|'lからお入り'Fさヽ,l

時 岡 ： ９ 時 ～12 時

こまったことや、相談ごとがあり ましたら。

お気軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔相 談 員 〕

４月25 日 (水）高橋藤右工門・橘 ヤヨイ

５月４日（金）高檎 隆雄・安藤　トヨ
５月15日（火）西川 弥西・照Ⅲ　ヒロ

４月　卯月（うづき）

16日（月） 満 月

18日（水）発明の日

20日（金） 逓信1己念日

郵便週間

29日（日）天皇誕生日

30日（月）扱替休日

５月　 五月（さつき）

１日（火） メーデー

３日（木）憲法記念日

５日（土）子どもの日・立夏

８日（火）世界赤十字デー

10日（木）愛鳥 週間

13 日 (日）毋 の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08 5 ｰ 2 6 7 6

（有）４156

昭
和
五
十
九
年
度

学
級
生
を
募
集
!
!

公
民
館
で
は
、
昭
和
．八
卜
九
印
峻

次
の
学
級
生
を
秘
叭
し
て
お
り
ま
す
．．

町
瓜

．
人

．
人
が
、
吐
灸
の
な
か

で
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
叭

た
し
な
が

ら
、
各
年
代
に
応
じ
学
習
7
1
1マ
を

‥兄
つ
け
る
．

そ
こ
か
ら
「
幸
び
の
出
鳬
“
が
、

始
ま
り
ま
↑

．・
人
川
搾
の
豊
か
さ
を

求
め
て
自
発
的
に
今
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
．．
柚
報
、
知
識
の
氾
濫
亅
る
な

か
で
、
確
か
々
知
識
、
教
倚
を
身
に

つ
け
る
機
会
を
ぜ
ひ
公
民
館
で
：
：

青
年
学
級

◇
定
　
貫

◇
期
　
藺

◇
回
　
数

◇
時
　
間

◇
対

象

川

卜
・
叭

四

川

～

．
．
．
り

‥
毋
迦

木

曜

日

刈

｀
～
・
・
3
0－

９

：
3
0

町

内

た

哇

乂

は

勤

務

の

．
．
卜

｛
四

ｔ

迄

の

ｈ
卜

乍

屶

夊

一

学

生

―

吋

｝

◇
活
動
内
容

講
義
・
謡
し（
日
い
・

ス

ホ

ー
ソ

ー
レ

ツ

り

。
’？
‐ノ

ー

／゙
・

野
外
活

釣
｛

キ

ャ
ン

ソ

・
ｔ

リ
エ

ン
・
ア
ー
リ

ー／
ク

な

ど

｝

Ｉ
フ
リ

ー

タ
イ

ム

乳
幼
児
学
級

孔

幼
児

時
川

の
教
育

が
そ

の
人

の

．
生

を
心
右

す

る
と
・ｊ

わ

ね
て

い
ま

す
。
二
ど
も
の
す
二
や
か
な
成
妊
と

人
間
形
成
を
川
ざ
し
て
…
…
…
…

◇
定
　
ｎ

◇
期
　
岡

◇
回
　
数

◇
時
　
問

◇
対

象

．
．．０

Ｘ

互
日
り
～
卜
’．
．り

卜
・
川
　

水

曜
日

1
3：
3
0
－
1
5
：

３０

０

Ｉ
．
．．歳

児
を

お
育

て
の

お
け

さ
ん

、
ね

ば
あ

さ

ん
等

◇
学
習
内
容

孔
幼
児
の
心
理
的
発
達
と
し
つ
卜
。

家
庭
に
お
け
る
両
親
、
徂
父
け
と

の
か
か
お
り
。

健
川
と
疾
病
に
つ
い
て
の
管
川
と

対
心
の
什
力
な
ど

◇
学
習
方
法
　
講
義
・
育
児
相
冰

話
し
（

日
い
・
研

修
・

実

押
・

ゲ

ー
ム

◇
期
間
中
託
児
所
開
設
い
た
し
ま

す
の

で
お

子
さ

ん

づ
れ
で
…

…

中
央
婦
人
学
級

婦
人
の
ほ
割
を
占
え
、
婦
人
教
養

の
向
廴
と
川
る
く
豊
か
な
『
豕
庭
づ

ぐ
り
を
め
ざ
’
』で
・：

◇
定

員

川
〇
Ｘ

◇
期
　
間

友
リ

ー
．
．川

◇
回
　
数
1
‐
と

川
　
水
叩
川

◇

時
　
間
　
９
：
3
0
。’
Ｈ
：
3
0

◇
対

象

町
内
在
住
す
る
婦
人

成
人
学
級

社
会
に
柔
似
に
川
応
で
き
る
知
識

や
教
授
を
習
呀
し
、
明
る
く
慨
か

な
町
づ
く
り
へ
貢
献
し
よ
う
。

◇
定
　
員

四
卜
’名

◇
期
　
間

托
川
上

一
日

◇
回
　
数

ト
ー．
．川

◇
畤
　
間
　
1
3：
3
0－
1
5：
3
0

◇
対

象

町
内
川
住
壮
乍
男
女

◇
学
習
内
容

．
般
教
倚

・
地

方

自
治

・
健
雌

芥
理
・

研
修

旅
什

な
ど

／
　
叨

各
学

級

と
も
四
り

．卜
‐
八

日
｛
Ｌ

｝

申
込
旡

各
戸

配
布

の
チ

ラ

シ
を
ご

竃
の
Ｌ

、

巾
込

孰
‥
に
よ
り

直
接

公
瓜

館
へ

巾
し

込
ん

で
ド

さ

い
『
・
　
へ
電
鵬

巾
込

み
も
町
ｙ
e
8
5

．
六
匕
六

㈲

川

．
．が
（

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
ヘ
の

お
さ
そ
い

や

り
と
吸

か
に
な
っ
て
、
私
た
ち

Ｉ

川
Ｕ
’町

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
愛
好
会
も
、

は
り
き
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
、
特
別
変
『

た

ダ
ン
ス
で
は
な
く
、
体
操
を
や
っ
た

『
一
と
の
あ
る
人
な
ら
謀
で
も
で
き
、

姿
勢
も
良
く
な
り
、
心
身
共
に
リ
フ

レ
ブ
ン
ユ
さ
れ
ま
す
。

少
し
で
も

興
味
の
あ
る
方
、
ぜ
ひ

。
度
、
お
出

か
け
ド
さ
い
。

練

習
日
　

海

運
火
川

日

「
目
口
四
回

」

時

間
　

午
後
ヒ

時
ｊ

～
九

時

〇
　
〇
円

連

絡
先
　

谷
津

陽
．Ｌ

八
丘一
二
λ

○

佐

藤
公
ｆ

八
丘
Ｉ
．
．（ｙ
り（

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

団
員
募
集

対
　
象

小

学
生

及
び
中

学

生

川
刀
攵

は
問

い
ま

せ
ん
。

会
　
費

乍

川
．
．．１

川

｛
運

営
費

鴿

害
傑
険

料
合

む

｝

練
が
Ｈ
　
毎
週
火
曜
Ｈ

時

川
　
午
後
六
昨
～
八
時

場

所
　
町
民
体
育
館

活
鉤
内
容
　
花
兇
・
キ
ャ
ン
プ

い
も
煮
会
な
ど

巾
し
込
み
　
紳
習
日
に
受
付
け
。



お
し

ら
せ

ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

三
種
審
判
講
習
会

変
更
に
つ
い
て

○
期
日

が
四
月

。一
卜

。一
日

に
変

史

に

な
り

ま
し

た
。

〇
場
所

国
兄

町
公

民
館

○
定
口
　

丘
十

名

（
定

日

に
な

り
次

第
締

切
り

ま
す

。
）

ｏ

申
込
　

四

月

十
六
日

｛
ｕ

｝
ま
で

〇
時
間

午

前
八

時

～
Ｔ

険
四

時

○
そ

の
他

く
わ
し

い
こ

と

は
公

民
館

へ
趣
味
の

合
同
習
作
展
を
開
催

第
八
回
合
同
（
カ
メ
ラ
・
漑
‥
道
・

日
本
画
・
油
桧
・
は
り
絵

）
習
作
展

を
開
催
し
ま
す
。

恒
例
の
町
農
裏
市
開
催
中
で
す
。

皆
様
お
そ
ろ
い
で
お
で
か
け
下
さ
い
。

○
日
　
時

五
月
瓦
口
～
六
日

九
時
～
午
後
瓦
時
迄

○
会
　
場

国
兄
町
町
民
体
宵
館

○
主

催

国
見
町
趣
味
の
合
同

習
作
展
実
行
委
口
会

○
後
　
援

国
兇
町
教
育
委
員
会

国
見
町
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

管
理
人

決
ま
る

円

川

．
Ｈ

か
ら
町
民

の
み

な

さ
λ

に
利

川
し
て

い
た
だ

い
て

い
る
体

斤

セ
ッ

タ
ー
の

芥
理

は
森

山
第
四

部
落

の
古
………平

次

郎
さ
ん

に

な
り

ま
し
た

の
で
よ

ろ
し

く
お
願

い
し

ま
す

。吉田平 次郎 さん

公
民
館
日
直
を

民
間
委
託
に

い
ま
ま
で
町
職
ｎ

が
あ
た
っ
て
い

ま
し
た
上
・
日
曜
及
び
祝
簾
日
の
日

直
を
丘
冂
り
か
ら
、
人
町
南
の
村
山
友

ｉ
、
阿
部
美
奈
子
両

さ
λ
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

村山　 友司 さん阿部美奈子さん

謡

曲

教
室

に
参
加
し
て

佐

久

間

直
次

公
民
館

で

、
謡
曲

教
室

を
閧

く
と

い
う
チ
ラ

シ
を

兇
で

肖
ん

だ
。

払
は
、

か

っ
て

講

師
の
坂

叺
光
ｔ

の

謡

を
、

お
睨
の

席
で

拝
聴

し
た

‘一
と

が
あ
り

、
こ
の

よ
う

な
立

派
な
謡

を

出

求
る
人

が

。
人
で

も
多

く
わ

が
町

内

に
居
で

欲
し

い
と
常
日

頃
思

っ
て

い
た
か

ら
で
す

。

い
わ

ば
、
伝

統
あ

る

わ
が
国
独

特

の
占

典
芸

能
と
Ｊ
‥
い
ま
し

、
’

う

か
。

昔

か
ら
の

調
子

を
く

ず
さ

ず
正
し

く

．ｒ

係

に
伝

え
る

べ
き

と
人

き
な
夢
を

も

っ
て
も

い
た

か
ら
で

す

。

そ

こ
で

近
く
の

お冂
壮

午
取

名

に
呼

び

か
け
参
加

を
件

て

、
・
八
卜
問
Ｊ
Ｉ

ス
を

ひ
と

ま
ず
終
了

し

た

が
、
な

ま

や
さ

し

い
も

の
で

は
な

い
。
で
も
謡

の
素
略

ら
し

い
さ
わ
り

を
昧

う
程
峻

で
中

断
し

た
形
、

こ

れ
で
は

な
さ
け

な

い
。

來
年

と
Ｉ

わ
ず
今

年

の
貶

場
も
数

川

、
自

卜ｎ
的

に
勉
強

会

を
も

て
た

ら

い

い
な
あ
、
阿

年

か
か

っ
て

も

い
い

立

派

な
男
の
正

装
正

座

、
自
扇

を
前

に
朗
々

と
銀
声

を

ふ
り
し

ぼ

り
て
む

睨

の
席

を
し
り

あ
げ

る
姿

こ
そ

、
豊

か
な
文
化

の

か
お
り

高

い
町

と

い
え

る

の
で
は

な

い
だ
ろ

う
か

。

■
表
紙

カ
メ
ラ
歳
時
記

「
ボ

ラ
ン

テ

ィ
ア

」

公
民
館
に
花
を
生
け
て
十
四
年

今
川
‥．り
か
ら
、
表

紙

に
．

ボ
ーソ

ン

テ

ｆ
ア

の
方

々
を
取

り
Ｌ

げ
ま

し
た
．

最
囘

に
登

場
願

っ
た
力

は
、

能
生

派

・
生

け
化

の
先
山

で
、

膝
川

字
沢

Ⅲ

．
．の

市
川

公
．ｒ

さ
ん

一
四
卜

辷
歳

）

で

す巾
川

さ
ん

は
、
公

民
館

開
設

当
時

の
昭
和
四

卜
瓦

年

か
ら

、
こ
の

卜
円

年

川
．
四

夕

お
り

お
り
の

花
を

持
参

し
て
は

生
け

て

い
か
れ

ま
す
．

『
い
つ

も
公
瓜
館

を
利

川

さ
せ
て

い
た
だ

い
て

い
る
の

で

、
ほ
ん

の

お

礼

の

つ
も
り

で
始

め
ま

し
た
い

と

鵬

す
巾
川

さ
ん

．

渡
辺

公
瓜

館
長

は
、

『
公
民

鯨
の

玄

関

に
。
川
二

川

か
ら
Ｉ．一
回

ぐ

ら

い

川
ま

む
り

お
り
の
花

を
生

け
て

い
た

だ

き
、
公

民
館

を
利

川
す

る
方

に
、

心
の
安

ら
ぎ

を
与

え
て

い
た
だ

き
、

た

い
へ

ん
あ

り

が
た
く
、

感
謝

し
て

い
ま
す
Ｊ

と
晒

っ
て
く

れ
ま
し

た
。

市
川

さ
ん

は
、

生
日
花

の
先

生
の

か
た

わ
ら

。
公

艇
館

で

、
茶

道
を
習

い
、
そ

の

と
き

に
花
を
取

り
げ

え
て

い
か

れ
ま
す

。

「
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
な

ん
で

い
わ

れ
る

と
、
ち

ょ

っ
と
恥
ず

か
し

い
気

が
し

ま
す
。
別

に
紹

介
し

て
も

ら

い
た
く
て

始
め

た
わ
け

で

も

な

い
し
：
：

」

と
、
ひ

か
え

め
に
話

す
巾
川

さ
ん

で

す
。



一 年 生
４ 月６ 日 、町内 の各小 学

校で入 学 式 が行 わ

れ まし た，

編
集
日

記
四

目

ぺ
日

、
町
内

の

各
小
学

校
で

人
学
人

か
‥ｎ

わ

れ
ま
し

た
．

お
父

さ

‐
ぺ
や

む
け

さ
人

に
Ｆ

を
引

か
ね

、
閧
､

 卜

ど

ら
せ

、
校
門

か
し
こ
・
、
る
友

‥
≒

仏
廴

．
．卜
数

年
前

山
・
ぺ
学
当
時
ｙ

患

い
だ

し
ま
し

た
．

県
内

山・
公
冫
、小

中
学

校
で
．

こ
の

凵
・
人
十
人

が
ｈ

わ
わ
ま

し
た

が
、
人

十
児

硲
・
よ

沚

は
、
弔

々
減
少

傾
向

匚
あ

’Ｑ
’て

ＩＩ
ご
Ｌ

．

‥
川
川

六
日

か

ら
は

、
存
の
令
同

交

涌
女

介
皿

動

が
始

ま

り
ま
し

た
「
．
特

に
こ

の
時
川

け

、
．人
候

廴
良

く
な

り
、

『
へ
学
し

た
で

の
．卜
ど
ら

た
ら
も

、

は

‘ｙ
・‐
冫

廴
５

匚
な

り

ま
Ｉ
の
で

、
．ｒ

７
‐ｔ

の

い
る
・．ぶ
心

で

は
、
交
辿

女
公

に
卜

分
気

卜
．
つ
ｙ

る
Ｌ
・
ｊ
に
し

た

い

し

Ｉこ
Ｉ
ろ
で

、
遅

わ
て

ぃ
た
桜

前
線

廴
Ｌ
・
’
や

く
北
Ｌ

’ざ
始

め
、
福

島
で

は
．
网

弔
よ

り

．
迎
問

遅
れ

の
四

り

卜

八
日

ご
ろ

に
川
花

と
の

こ
と
　

町

内

に
↓
弌

陌
の
Ｚ

叫

が
数
多

く
あ

り

ま
Ｉ
　

Ｊ‐
‘の

．
つ
で
あ
・
り
黻

り
台
公

園
で

は
、

存
の
凵

さ

し
に
臨

わ
れ
て

こ
の
・
ミ

ー
ろ
釣

り
今
卞

る
人

が
川
え

Ｊ

い
ま
Ｆ

公

園

は
、
叫

尺
の

憩

い
の

鵬
所

と

’
で

親

’・ｉ

れ

て

ぃ
ま
↑

が
、
人
の

ｙ

ｙ
が
凵

に

っ
き
．
乱

分
を

害
し

ま

Ｉ
　

飼
し

の
力

は
、

必
ず
あ

と
始
木

を
じ

ご
ほ

し

い
廴

の
で

十

。
　

ｓ

兄

。

ｉ
ｔ

国

兄

町

企

肉

丿

福

鳥

県

伊

遭
Ｓ

国

兄

町

人

幸

藤

Ⅲ

幸

て
！

田

．
・
２

の

Ｉ

譽

九

穴

九

―

．
い
」
　

Ｓ

・

り

．
．四

丑

ご

べ
。ｈ
－

．
．
．

．

．

・．
代

表

・
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